
 

やってみせ、言って聞かせて、させてみせ、 

ほめてやらねば、人は動かじ 

 

 企業のリーダーが、人材を育成するうえで非常に参考になる考え方で、「教育における４段階

法」とも言われています。 

１．やってみせる 
 行動を起こさせるには、まずは自分が手本となって良いモデルになり「やってみせること」が

大切と考えられています。リーダーの良いモデルを見せることで部下は安心して観察し、「どの

ような状況でどんな行動を起こせばよいか」という見通しがつきます。 

２．言って聞かせる 

 責任を持って何かをやり遂げてもらうためには、その意義や重要性を伝えることが大切にな

ります。「なぜそれが重要なのか」、「なぜ○○さんにやってほしいのか」、「意識して取り組まな

いとどういう結果が待っているのか」など具体的に伝えることが重要になります。 

３．させてみる 
 成功体験を積ませるため、挑戦させることも重要です。ただし、成功体験を積ませるやり方に

も工夫が必要となります。具体的には、持っているスキル(能力・力)よりも少し上のレベルのも

の、つまりチャレンジレベルのものを設定することがポイントとなります。あまりにもレベルが

高すぎると自信喪失につながりますし、レベルが低すぎると退屈さやマンネリ化が起きてしま

うからです。 

４．ほめる 
 望ましい行動に対しては、必ずほめます。この場合、結果だけではなく、課題に対して適切な

行動をとることができたかが、ほめる際の重要なポイントとなります。そして、「ほめられる」

ことで、次に向けてますます頑張ろうという意欲の向上にもつながります。 

 

 これら４つについては、人材育成だけでなく学校教育についても非常に重要であると考えら

れます。本校の今年度の重点である「『良さを伸ばす』視点に立った教育活動の充実」の１つの

手法として、学習のみならず、行事や部活動などで様々なことに挑戦させ、取組状況や行動につ

いてほめる中で良さを伸ばしていきたいと考えております。ご理解とご協力をお願いいたしま

す。 
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□４月12日(火) 対面式・部活動紹介 

 体育館にて在校生と新入生の対面式を行いました(２年生はオ

ンライン参加)。１年生は、生徒会役員や各部活の丁寧な説明やパ

フォーマンスを真剣に見聞きし、生徒会活動や部活動に対する理

解を深めていました。 

□４月14日(木) 交通安全教室 

 中野自動車学校の方を講師とし、１年生を対象に、自転車乗車

マナーの向上を目指した交通安全教室を開催しました。自転車シ

ミュレーターも登場し、生徒たちは乗車マナー向上の必要性を再

認識しました。 

  自転車乗車中の死亡事故も発生しています。ご家庭でも乗車マ

ナーについて考える場をもっていただければ幸いです。 

□４月18日(月) 認証式 

 前期の学級役員と常任委員の任命が行われました。９月までの

半年間、より良い学級・学年・学校づくりに向けて力を発揮して

くれることを願っています。 

□４月21日(木) 部活動集会 

 部活動加入者の確定を受けて部活動集会を開催し、部活動の心がまえ等について確認しまし

た。多くの人に応援される活動となることを期待します。 

 なお、本校の部活動は、「北海道の部活動の在り方に関する方針」や光洋中の「部活動に係

る活動方針」に基づき運営しています。ご理解とご協力をお願いいたします。 

□４月22日(金) 授業参観 

 全学年の５校時の授業を公開しました。終了後には学級懇談会を３年ぶりに開催することが

できました。事前の参観授業希望調査や健康観察へのご協力に心より感謝申しあげます。 

 

の主な行事 

２日(月)開校記念日 

10日(火)生徒総会／常任委員会 

11日(水)１・２年来校相談(～17日) 

13日(金)３学年修学旅行(～15日) 

16日(月)・17日(火)３学年修学旅行振替休業 

19日(木)体育大会学年練習(～27日) 

30日(月)体育大会前日準備 

31日(火)体育大会 

＜５月の諸費納入日＞ 

11日、12日、13日、18日、19日、20日 

 

 

○毎日の健康観察（体温測定、発熱、咳、のどの痛み、下痢等の有無） 

○同居の方を含め、発熱等の有無にかかわらず、風邪症状がある場合の登校自粛 

○同居の方を含め、ＰＣＲ検査等を実施する場合の登校自粛 

※判断に迷われる場合は、学校(72-7255)に相談願います 
 

【感染症予防の取組へ引き続きご協力を】 


